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第 1 回学校の木造設計を考える研究会 資料 2009.7.2 
 

木質空間の快適性に関する研究 
 横浜国立大学教育人間科学部 小林大介 

 
１．はじめに 
 児童、生徒が 1 日の約 1/3 を生活する校舎・教室は、学習環境だけでなく居住環境としても重要

であり、そこに勤務する教職員にとっては、職場環境、労働環境としても重要な場所となる。元来、

自然環境に暮らすことに設計されている我々人間の体は、人工物に囲まれた日々の暮らしの中で常

にストレス状態にあると言われています。自然由来の代表的な建築材料である木材には、そのスト

レスを緩和する効果があると言われ、木質空間の快適性に関する研究は近年特に盛んに行われるよ

うになってきた。今回は、秋田県能代市で行われた木造校舎の温熱環境、空気環境に関する調査に

ついて紹介する。 
 
２．調査内容 
 本調査は、文部科学省都市エリア産学官連携促進事業一般型（米代川流域エリア）の研究課題「快

適居住空間創出のための住宅資材・建築構法の提案」の一部として平成 18 年度から 20 年度まで

行われた。 
２-１．調査対象校 
秋田県能代市内の小中学校のうち、11 校（木造校舎 6 校、RC 造木質内装化校舎 1 校、RC 造校

舎 4 校） 
２-２．調査項目 
 温熱環境（温度、相対湿度、気流速、輻射温度、壁面温度、床面温度）、空気環境（揮発性有機

化合物 VOC、二酸化炭素濃度、換気回数）、その他（照度、教職員・児童・生徒による学校環境の

アンケート調査など））、 
２-３．調査時期 
 平成 17 年度（秋期、冬期）、18、19 年度（梅雨期、夏期、秋期、冬期）、20 年度（梅雨期、夏

期）で各校舎について季節ごとに 1 日（8 時から 17 時） 
（梅雨期は 6 から 7 月、夏期は 8 月から 9 月、秋期は 10 月から 11 月、冬期は 1 月から 2 月） 
 
３．調査結果 
 次項以降を参照 
 
４．出典  
・「木質内装で快適な生活を」：文部科学省都市エリア産学官連携促進事業一般型（米代川流域エリ

ア）：研究調査結果パンフレット 

・「秋田県能代市内の小中学校 10校の教室内の温熱及び空気環境調査の概要」：月刊スクールアメ

ニティ 245号、pp45、2006 年 8月 

 

５．その他 
本年度より東洋大学 木と建築で創造する共生社会研究センター（センター長：長澤悟 東洋大

学教授）にて、「木質内装化に伴う教職員のストレス反応」を調査中 
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